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基調講演
高校生の自立を支援するＰＴＡ活動のあり方
千葉敬愛大学学長　明石要一氏

興味深い話がいっぱいあったのでそのいくつかを・・・
・おままごとが「配膳」だけになった。←家で「料理」しなくなって。
・お昼時の居室から匂いが消えた。←冷凍食品が多くなって。
・チームのミーティングで物事が決まらない。←家で「決めさせる」ことを避けているから。
・一人ぼっち男子が増えた。女子は小さいときからトイレも三人組。
・入院したおじいさんはカーテンを閉め独りになりたがる。ほめられるとしゃきっとする。
・おばあちゃんはりんごやみかんを配ってリーダーを見極め、すぐに溶け込んでいく。
・手帳を持つ「忙しいこども」は今に生きず明日に生きている。今を生きる感覚を知らない。
・明日を考えずに遊びほうける、夕食で箸持ったまま寝てしまうような体験を。
・海外生活を家族ですると・・・宴が多い、週末は旅行、日本の事をきかれてみんなで学習、説明、自信になり、日本が好きになり、家族の絆が深まる。
・家に帰って晩酌を。一家団欒。おやじの小言を聞き流す能力を身につける。今の若者は食べてから飲む。すきっ腹に日本酒を飲んであとでお茶漬けが日本の晩酌文化。
・嫁に行く娘にへその緒を渡すのは、「親子の縁を切る」宣言。帰ってくるなのメッセージ。
・住んでいる町を知って好きになろう。県の歌を歌おう。（長野県人はみんな歌える！）

特別第２分科会
情報機器と学校教育
～高校生のスマートフォン利用の状況と必要な対応について～
タブレットを生徒に持たせてそれを活用しての授業では、教科書での理論を実際にいろいろと撮影して画面上でそのしくみを解説することで「机上ではないリアル」として理解させる。というよりも積極的に自分で理解する。大人達が「学校と家庭が一丸となって」という「あるべきイメージ」を語りがちなんおに対して、パネラーとして登壇していた千葉の男女高校生の発言は例えばスマホは「情報機器」ではなくもはや「身体や認識の一部」ことを感じさせるものであった。男子生徒いわく、「親から言われても『うっせーな』で終わらせる年代。」「僕達の方が順応力は高い。こどもが自分達を改革すれば大人も変わる。スマホについてはこどもが保護者の保護者と考えるべき。高校生に高校生をとめさせる、という認識をしてもらえたら。」女子生徒は「通りすがりの小学生の汚い言葉づかいを聞いて愕然とする。」「鈍感になってはだめ。スマホ以前に言葉を。言葉を考えて、なにをどう伝えるか、言葉遣いの教育が大事では」
